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第 3 章では最適設計例として，単純 I 形ばりの継手位置に着目して，鉄道橋用 I 形 りの断面変化
数が 2 ， 3 , 4 の 3 種の桁について，更に 5 種の支間長の場合について，および道路橋合成桁の断




























プログラムは単に 1 本桁のみでなく他形式の橋梁の場合でも桁部材を含むSub-Optimization に役立
つものである。
第 3 に変数の数が 8 ， 12, 16 となる鉄道橋用プレートガーダーおよび変数が13となる道路橋用合成
桁の鋼桁について，上記プログラムを用いて膨大な数値計算を行なって，最適値の収束状態や標準設計
例などから，プログラムの妥当性を確認し，同時に桁高と断面変化の数が最も敏感に影響することを
明らかにし，フランジの板厚やカバープレートの板厚，ハイブリット化を含む鋼種の選択などの影響
??にU?
について新しい知見を得ており，さらに近似式の提案も行なっている。
以上のように本論文は従来とかく経験と実績の積み重ねに頼ってきた鋼桁の費用の評価にわいて，
多くの調査資料にもとづいた定式化された全製作工費を用いることによって，最適化のための設計変
数のとり方に多くの示唆を与えると共に，最適化のための工場製作法の合理化についても重要な技術
的評価を示しており，鋼橋工学，特に鋼桁の設計の研究と設計の実用化の発展に貢献するところが大
きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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